
令和４年度の災害発生状況について 

 

１ 令和４年度に発生した災害について 

 ⑴ 災害の概要 

   令和４年度は、７月及び８月の大雨、また、台風第１１号、第１４号、

第１５号に伴う大雨においても全国各地で水害等の被害が発生しまし

た。京都市域においては、台風に伴う被害はなかったものの、７月、８

月の大雨では、左京区を中心に被害が発生しました。 

 

表 京都市の主な被害状況 

災害 発生時氏 

人的被害 建物被害 

備考 
重症 軽傷 全壊 半壊 

一 部

破壊 

床 上

浸水 

床 下

浸水 

７月の大雨 7/19 - 4 1 1 3 5 9 
・最大時間雨量：88mm（京都地方気象台） 

：73.5mm（鹿ケ谷） 

・避難情報の発令：20 学区 

８月の大雨 8/17～8/18 - - - - 1 8 3 

・最大時間雨量：59.5mm（小塩山） 

       ：45mm（聖護院） 

・避難情報の発令：5 学区 

 

 ⑵ 京都市の対応 

左京区を中心に、山地からの土砂流出により道路等へ土砂が堆積する被害が発

生しました。その対応として、関係局区が連携し土砂撤去を行うとともに、京都

府を含めた関係機関による調整会議を開催し、課題解決に向けた取組を推進して

います。 

 

２ 台風第１４号接近に伴う避難情報の早期発令の対応について 

気象庁では、台風第１４号は、「これまでの台風に比べるものがないほどの危険

な台風」と評価され、京都市への接近が１９日から２０日の深夜と予想されるこ

とから、市民の不安や暗くなってからの避難の危険性を考慮して、河川水位の急

上昇により短時間で避難情報の発令に至る可能性や、倒木などの避難路の障害に

より避難行動が困難になる可能性がある３０学区に対して、避難場所の早期開設

と対象となる市民７６,０００人へ避難情報の早期発令を行ったほか、パトロール

強化、工事現場の安全確保、ポンプの停電対策、ため池管理者への水位低下の依

頼などの事前対応を行いました。 

台風は、その後、急速に勢力が弱まったため、京都市への大きな影響はありま

せんでした。 
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